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第 1由 産業用，中エネルギ一大線量X線 CTスキャナ TOSCANER-3200システムブロック。(撮
: 140KV， 300mAラスライス幅 0.5/2/5mmヲスキャン領域ムスキャ















この試料に見られる最も 断面で径 られる (B). さらにその右方(写真試料の右寄り)

















約 5cm。白線a，b， c， 







の白い破線 a，b， c， dはそれぞれ第3-2図A，B，C，D
のCTスキャン断面の位置を示す.これらの断麗に
は， CTスキャンによればラ肉眼でも従来のX線透過
法でも知ることのできな
として認められる@
これらのうちラ試料上部(第3-2図C，D，)の，あた
かも月面を見るかのような模様は，よく見ると小さ
りであるようにも思われる@
スキャノグラムでラ厚さ 1cm弱の明るい薄層
bが通る新語)では，佳1"'-'2
cmのブロックによって，火星表面のような模禄を
なしている.これらの構造は，おそらく波諜による
と関係があるものであろうが9
が何によるかは，今のところ不明で、ある.
ともあれ，スキャノグラム
ということは，一旦かき混ぜ、ら
分散することなく再堆積したことを示唆している.
第 3-2図 琵琶湖東岸草津市志那沖柱状探泥試料スキャン像
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なお，第3-1函で，柱状試料の中部から下部にかけ
て，異常に暗い，裂けたような形のもの(空擦と思
われる)が見られる.このような空隙は，肉眼やス
キャノグラムでは柱状試料のこの部分にしか見られ
ないが，第3-2図に見るように， CTスキャン像で
は，さらに上位や下位の部位に，球形ないし卵形の
空隙が無数に発生している.ただし，これらは何故
か試料の表面にはあまり発生しないため，表面の観
察だけではその存在を知ることが出来ない.これら
球~卵形の空輸は，琵菅湖柱状試料採泥後の試料中
でのガスの発生によるものであることが，経験的に
わかっている.上記の中部から下部にかけての裂け
たような形のものは，本来は成因的に異なるもので
あろうが，その拡大には，ガス発生が関与している
かも知れない.
5. おわりに
以上の例に見るとおり， CTスキャンは，堆積物内
部の構造を調べるよで有効である.これによれば，
肉眼でも従来のX線透視法によっても知ることので
きなかった物性の微細な違いを知ることができる.
また，試料の表面に現れていない構造や，表面に現
れていても内部にどう続くかわからない構造を立体
的に解析することができる.今回は示さなかったが，
CTスキャンは大型化石の研究，たとえば歯槽中の
歯根の研究，クリーニング前の化石の状態のチェッ
クなどには極めて有効で、ある.
問題は，装置が高価(数1000万円---1億円)なこと
であるが，やがては CTスキャンが堆積物や化石の
研究に必須の手段と見倣される時代がくるに違いな
い.当面は，いくつかの研究機関の協力によって，
たとえば地質学・古生物学関係で全閣にl台とか，学
際的に地方毎に1台とかいった形で設置の努力をす
るのがよいであろう.
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